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ŌTANI Kōzui’s disciple KOTANI Tan’un’s activities  
in Dutch East Indies
ŌSAWA Kōji
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Summary 
The Buddhist monk KOTANI Tan’un (1898–1965) was a disciple of ŌTANI Kōzui, 
the head of Jōdo Shinshū Hongwanji-ha. KOTANI received guidance from ŌTANI 
until ŌTANI retired from the head of the Jōdo Shinshū Hongwanji-ha in 1914 as part 
of a bribery scandal. Influenced by ŌTANI’s ideas of Pan-Asianism, KOTANI was 
active in various places in Southeast Asia.
KOTANI was born at Shōzenji Temple in Ogawa, Kumamoto. His elder 
brother and famous monk, KOTANI Tokusui (1887–1971) was a missionary in 
Hawai’i and was instrumental in the international exchange of Japanese Bud-
dhism. KOTANI studied at the Muko Buddhist Middle School in Kōbe. This 
school was presided over by ŌTANI who gathered a large number of promising 
young people and instructed them as gifted students. After graduating from mid-
dle school, KOTANI studied at the Peradenian Tropical Agriculture School in 
Kandy, Ceylon. KOTANI worked on ŌTANI’s farms in Singapore and Celebes, 
using agricultural techniques he had studied in Ceylon. ŌTANI maintained farms 
in various parts of Asia, but his goal was to make Japan rich through farming.
Nanyō Kyōkai (Southern Pacific Association) was an organization that in-
fluenced the formation of a modern Japanese ideology of southern expansion. 
When Nanyō Kyōkai was established in mainland Japan, a Java branch was also 
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established. KOTANI was involved in the research activities at this branch. 
KOTANI’s knowledge and linguistic skills were recognized by the Ministry 
of Foreign Affairs of Japan. He became a diplomat and acted as a consular agent 
of the Consulate General of Batavia in Dutch East Indies. He was very active in 
diplomatic negotiations between the Netherlands and Japan. After World War II, 
he worked in the Religious Resources and Culture Division of General Head-
quarters, Supreme Commander for the Allied Powers (GHQ/SCAP).
Though a Buddhist monk, KOTANI worked outside of Buddhist organiza-
tions, which resulted in his having been forgotten in the study of modern Japanese 
Buddhist history. By looking at the history of KOTANI’s activities, we can see 
the range of human resource development that was the aim of ŌTANI.
南洋における大谷光瑞門下生の活動
─オランダ領東インドと小谷淡雲─
大 澤 広 嗣
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南洋における大谷光瑞門下生の活動
南
洋
に
お
け
る
大
谷
光
瑞
門
下
生
の
活
動
─
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
と
小
谷
淡
雲
─
大
澤
広
嗣
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
／
バ
タ
ビ
ヤ
（
バ
タ
ビ
ア
）、
ジ
ャ
カ
ル
タ
／
外
務
省
／
Ｇ
Ｈ
Ｑ
一
序
論
（
１
）
本
論
の
目
的
真
宗
本
願
寺
派
（
現
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
第
二
二
代
門
主
を
務
め
た
大
谷
光
瑞
（
一
八
七
六
～
一
九
四
八
）
は
、
仏
教
界
の
み
な
ら
ず
、
実
業
界
な
ど
多
分
野
で
活
動
す
る
数
多
く
の
人
材
を
育
成
し
た
。
同
派
寺
院
出
身
の
小
谷
淡
雲
（
一
八
九
八
～
一
九
六
五
）
は
、
そ
の
一
人
で
あ
る）1
（
。
小
谷
は
、
光
瑞
の
薫
陶
を
受
け
て
、
光
瑞
が
経
営
し
た
南
洋
の
農
園
で
の
勤
務
を
経
て
、
外
務
省
に
入
る
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
（
略
称
・
蘭
印
、
現
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
ジ
ャ
ワ
島
に
あ
る
首
府
バ
タ
ビ
ヤ
（
又
は
バ
タ
ビ
ア
、
現
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
の
帝
国
総
領
事
館
で
、
副
領
事
や
領
事
代
理
を
務
め
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
経
済
交
渉
を
め
ぐ
る
外
交
文
書
に
は
、
頻
繁
に
氏
名
が
登
場
す
る
な
ど
、
昭
和
前
期
の
両
国
間
に
お
け
る
外
交
関
係
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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小
谷
の
活
動
範
囲
は
、
幅
広
い
領
域
に
関
わ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
像
が
把
握
し
に
く
か
っ
た
。
広
範
な
知
見
を
持
っ
た
光
瑞
の
弟
子
ゆ
え
に
、
仏
教
界
だ
け
に
収
ま
ら
ず
、
活
動
の
場
所
を
広
げ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
論
題
に
あ
る
「
南
洋
」
と
は
、
厳
密
な
地
域
の
定
義
は
な
い
が
、
現
在
の
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
に
重
な
る
地
域
を
指
す
。
明
治
以
降
に
南
洋
各
地
に
は
日
本
人
が
進
出
し
て
い
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
果
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
南
洋
群
島
は
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
領
と
し
て
日
本
が
支
配
し
た
頃
か
ら
、
南
洋
群
島
を
「
内
南
洋
」、
そ
れ
以
外
の
地
域
を
「
外
南
洋
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
論
で
は
、
小
谷
が
各
地
を
縦
横
に
活
動
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
地
域
概
念
を
歴
史
用
語
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
当
時
の
地
名
で
あ
るBatavia
に
つ
い
て
、
外
務
省
に
お
け
る
地
名
表
記
の
基
準
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
在
外
帝
国
領
事
館
管
轄
区
域
」（
明
治
四
二
年
三
月
六
日
外
務
省
令
第
一
号
）
で
は
、「
バ
タ
ビ
ヤ
」）2
（
と
記
す
の
で
、
本
論
で
は
こ
の
表
記
に
準
じ
、
引
用
し
た
原
資
料
が
「
バ
タ
ビ
ア
」
の
場
合
に
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
（
２
）
先
行
研
究
に
つ
い
て
本
論
で
参
照
す
べ
き
先
行
研
究
は
、
大
谷
光
瑞
に
関
す
る
成
果
で
あ
る
。
既
に
多
く
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
光
瑞
の
周
辺
人
脈
の
研
究
は
、
い
ま
だ
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
。
近
年
に
お
け
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
全
体
像
に
関
す
る
成
果
は
白
須
淨
眞
と
柴
田
幹
夫
の
成
果
が
あ
る）3
（
。
個
別
問
題
の
成
果
は
、
光
瑞
の
活
動
に
比
例
し
て
ま
さ
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
参
考
と
な
る
の
は
、
光
瑞
に
よ
る
門
下
生
育
成
、
南
洋
で
の
農
園
事
業
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
門
下
生
育
成
に
つ
い
て
は
、
出
身
者
の
親
睦
組
織
「
瑞
門
会
」
を
論
じ
た
小
出
享
一
の
研
究
が
あ
る）4
（
。
南
洋
各
地
の
農
園
に
つ
い
て
加
藤
斗
規
の
研
究）5
（
、
光
瑞
が
提
唱
し
た
「
熱
帯
農
業
」
の
技
法
を
分
析
し
た
玉
井
鉄
宗
の
研
究）6
（
、
台
湾
の
農
業
に
つ
い
て
三
谷
真
澄
の
研
究）（
（
、
三
谷
・
ヤ
マ
ン
ラ
ー
ル
水
野
美
奈
子
・
嵩
満
也
に
よ
る
ト
ル
コ
で
の
農
業
を
中
心
と
し
た
諸
事
業
に
関
す
る
共
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南洋における大谷光瑞門下生の活動
同
研
究
が
あ
る）（
（
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
論
で
は
小
谷
の
実
像
に
迫
り
た
い
。
な
ぜ
、
仏
教
者
で
あ
る
光
瑞
は
、
宗
教
活
動
以
外
に
多
方
面
で
活
動
し
た
の
か
。
先
行
研
究
で
柴
田
幹
夫
は
、
光
瑞
が
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
清
へ
の
視
察
に
際
し
て
発
言
し
た
「
国
家
の
前
途
と
宗
教
の
将
来
と
に
付
て
深
く
考
ふ
る
所
あ
る
に
因
る
」
に
注
目
す
る）9
（
。
光
瑞
は
、
明
治
期
か
ら
日
本
が
進
む
べ
き
方
途
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
思
想
が
実
践
と
し
て
ア
ジ
ア
各
地
で
の
農
園
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
外
交
関
係
史
に
、
小
谷
の
名
前
が
見
え
る
。
例
え
ば
政
治
学
者
の
後
藤
乾
一
の
成
果
に
名
前
が
出
て
く
る
が
、
小
谷
を
対
象
と
し
た
分
析
で
の
言
及
で
は
な
く
、
多
く
の
登
場
人
物
の
一
人
に
で
あ
る）（1
（
。
小
谷
の
外
交
活
動
は
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
本
論
は
宗
教
研
究
か
ら
の
分
析
で
あ
る
た
め
、
最
小
限
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
二
武
庫
仏
教
中
学
で
の
勉
学
小
谷
淡
雲
が
生
ま
れ
た
の
は
、
熊
本
県
下
益
城
郡
小
川
町
（
現
・
宇
城
市
）
に
あ
る
真
宗
本
願
寺
派
の
正
善
寺
で
あ
る
。
正
善
寺
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
開
基
し
た
寺
院
で
あ
る
。
開
創
し
た
了
誓
は
、
阿
蘇
家
の
家
臣
で
御
前
右
京
亮
平
宗
次
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
出
家
し
て
興
性
寺
の
擇
馨
の
弟
子
と
な
り
、
各
地
を
め
ぐ
っ
た
後
に
、
寺
の
建
立
に
至
っ
た
と
い
う）（（
（
。
江
戸
期
に
薩
摩
街
道
の
宿
場
町
と
な
っ
た
小
川
は
、
仏
教
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
黄
檗
版
大
蔵
経
を
開
版
し
て
飢
饉
の
際
に
民
衆
を
救
済
し
た
禅
僧
の
鉄
眼
（
一
六
二
九
～
一
六
八
二
）
の
出
身
地
に
な
る
。
本
願
寺
派
で
は
、
正
善
寺
近
隣
の
寺
院
か
ら
、
二
人
の
「
勧
学
」（
僧
侶
の
学
階
の
最
高
位
）
を
輩
出
し
て
い
る
。
延
福
寺
住
職
の
能
令
速
満
（
一
八
一
二
～
一
八
八
六
）
と
正
覚
寺
住
職
の
藤
岡
覚
音
（
一
八
二
三
～
一
九
〇
七
）
は
、
真
宗
教
学
史
に
名
を
残
す
。
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小
谷
淡
雲
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
心
篤
き
郷
土
の
な
か
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
二
月
八
日
に
、
正
善
寺
一
四
世
住
職
の
父
小
谷
唯
信
と
母
ま
る
（
満
留
）
の
も
と
で
生
ま
れ
た
。
生
ま
れ
た
日
は
、
仏
教
の
開
祖
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
成
道
会
の
日
で
も
あ
る
。
そ
の
後
に
僧
侶
と
し
て
得
度
し
た
が
、
そ
の
年
月
日
は
、
資
料
の
欠
損
の
た
め
未
確
認
で
あ
る
。
兄
弟
は
、
長
男
の
徳
水
、
二
男
の
法
城
、
三
男
の
精
明
、
四
男
の
端
心
、
五
男
の
淡
雲
、
長
女
光
子
で
あ
る
。
特
に
長
兄
の
小
谷
徳
水
（
一
八
八
七
～
一
九
七
一
）
は
、
斯
界
に
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
で
開
教
師
を
務
め
た
後
に
、
正
善
寺
を
出
て
住
職
を
弟
子
に
譲
り
、
京
都
に
移
り
主
宰
し
た
同
朋
協
会
で
の
文
書
伝
道
、
中
外
日
報
の
勤
務
を
経
て
、
東
京
で
和
光
女
子
学
院
院
長
、
敗
戦
後
は
進
駐
軍
の
通
訳
、
財
団
法
人
仏
教
徒
文
化
交
流
協
会
の
理
事
長
を
歴
任
し
た
。
ハ
ワ
イ
在
任
中
に
仏
教
讃
歌
集
『
ら
い
さ
ん
』
の
制
作
を
発
案
し
た
が
、
所
載
の
「
恩
徳
讃
」（
ト
短
調
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
譜
」）
は
、
宗
祖
親
鸞
の
和
讃
に
、
ハ
ワ
イ
で
の
同
僚
で
東
京
音
楽
学
校
卒
業
の
澤
康
雄
が
作
曲
し
た
も
の
で
、
作
品
が
生
ま
れ
た
契
機
は
徳
水
に
よ
る
所
が
大
き
い）（1
（
。
小
谷
淡
雲
は
、
地
元
の
小
川
尋
常
小
学
校
を
経
て
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
門
主
の
大
谷
光
瑞
が
主
宰
す
る
、
神
戸
の
武
庫
仏
教
中
学
校
に
入
学
し
た
。
同
校
は
同
年
五
月
に
開
校
し
た
ば
か
り
で
、
光
瑞
が
有
望
な
青
少
年
を
教
育
し
た
の
で
あ
る
。
校
舎
は
、
神
戸
の
六
甲
山
中
に
あ
り
、
光
瑞
の
別
荘
の
二
楽
荘
に
近
か
っ
た
。
小
谷
は
、
中
学
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
の
気
宇
の
広
大
な
こ
と
は
二
楽
荘
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
。
支
那
室
あ
り
、
印
度
室
あ
り
、
埃
及
〔
エ
ジ
プ
ト
〕
室
あ
り
、
英
国
室
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
調
度
が
あ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
中
国
人
の
コ
ッ
ク
や
英
人
の
ボ
ー
イ
ま
で
い
た
。
／
御
自
身
で
行
わ
れ
た
印
度
の
仏
跡
踏
査
、
橘
〔
瑞
超
〕
先
生
の
中
央
亜
細
亜
探
検
、
青
木
〔
文
教
〕
先
生
の
西
蔵
旅
行
、
柱
本
〔
瑞
俊
〕
先
生
を
主
と
す
る
馬
来
半
島
の
ゴ
ム
園
、
セ
レ
ベ
ス
の
珈
琲
栽
培
、
爪
哇
〔
ジ
ャ
ワ
〕
の
シ
ト
ロ
ネ
ラ
香
料
と
カ
ポ
ッ
ク
棉
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
土
耳
古
〔
ト
ル
コ
〕
の
絹
工
場
、
さ
て
は
台
湾
の
農
園
経
営
等
々
、
す
べ
て
世
界
的
だ
っ
た
気
宇
の
顕
現
に
外
な
ら
ぬ
。
／
雷
が
お
き
ら
い
だ
っ
た
が
、
雷
の
様
に
人
を
叱
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
然
し
カ
ラ
リ
と
晴
れ
る
の
が
例
で
、
後
ぐ
さ
れ
が
な
か
っ
た
。
段
々
や
さ
し
く
な
ら
れ
て
、
自
動
車
の
中
で
私
達
が
煙
草
を
吹
か
す
と
、
─ 2（ ─
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叱
ら
ず
に
、
煙
り
を
払
い
〳
〵
し
な
が
ら
辛
抱
し
て
御
座
る
こ
と
も
あ
っ
た）（1
（
。
小
谷
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
。
後
の
人
生
の
な
か
で
、
光
瑞
は
要
所
に
応
じ
て
指
針
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
光
瑞
は
、
大
谷
家
の
負
債
が
問
題
と
な
り
、
同
年
五
月
一
四
日
に
本
願
寺
住
職
、
本
願
寺
派
管
長
を
辞
任
し
た
。
光
瑞
の
在
世
中
に
お
け
る
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
諸
活
動
に
つ
い
て
、
小
谷
は
「
当
時
の
客
観
的
状
勢
に
於
て
は
、
光
瑞
猊
下
は
日
本
人
仏
教
徒
と
し
て
最
大
限
の
国
際
性
を
発
揮
さ
れ
た
と
云
つ
て
差
支
な
い
」）（1
（
と
評
す
る
。
そ
の
後
の
小
谷
の
人
生
は
、
光
瑞
の
関
心
が
あ
っ
た
農
業
に
携
わ
る
の
で
あ
る
。
三
南
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
で
の
活
動
（
１
）
セ
イ
ロ
ン
の
ペ
ラ
デ
ニ
ア
熱
帯
農
業
学
校
小
谷
は
、
武
庫
仏
教
中
学
校
の
卒
業
後
、
大
谷
光
瑞
の
指
示
に
よ
り
ア
ジ
ア
各
地
で
の
活
動
を
開
始
す
る
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
小
谷
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
、
イ
ギ
リ
ス
領
マ
ラ
ヤ
（
現
・
マ
レ
ー
シ
ア
）
に
渡
り
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
レ
ン
ガ
ム
に
あ
る
光
瑞
が
経
営
し
た
ゴ
ム
園
に
勤
務
し
た
。
次
兄
の
法
城
は
、「
小
生
末
弟
淡
雲
儀
新
嘉
坡
〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〕、
奥
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
て
、
素
〔
素
封
家
〕
大
谷
伯
の
秘
書
柱
本
〔
瑞
俊
〕
と
い
ふ
人
に
従
ひ
、
ゴ
ム
栽
培
を
致
居
申
候
」）（1
（
と
記
し
て
い
る
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
末
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
セ
イ
ロ
ン
（
現
・
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
渡
航
し
て
、
翌
年
に
開
校
し
た
ペ
ラ
デ
ニ
ア
熱
帯
農
業
学
校
に
入
学
し
た
。
同
校
は
、
中
部
州
の
州
都
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
ペ
ラ
デ
ニ
ア
植
物
園
内
に
所
在
し
た）（1
（
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
留
学
は
、
光
瑞
か
ら
の
命
令
で
農
業
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
地
は
、
精
神
運
動
の
聖
地
で
も
あ
る
。
日
本
で
の
南
方
仏
教
の
戒
律
移
入
を
目
指
し
た
真
言
宗
僧
侶
の
釈
興
然
（
一
八
四
九
～
一
九
二
四
）
が
戒
律
を
受
け
た
地
に
な
る
。
─ 2（ ─
一
八
九
〇
年
に
同
地
の
シ
ャ
ム
派
総
本
山
の
マ
ル
ワ
ッ
タ
寺
で
ス
マ
ン
ガ
ラ
僧
正
か
ら
具
足
戒
を
受
け
、
法
名
「
グ
ナ
ラ
タ
ナ
」
と
名
乗
り
上
座
仏
教
の
僧
侶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
は
、
神
智
学
協
会
の
創
立
者
で
あ
る
大
佐
オ
ル
コ
ッ
ト
（H
enry Steel O
lcott, 1（32-190（
）
が
、
一
八
八
七
年
に
開
校
し
た
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
ャ
・
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
小
谷
の
セ
イ
ロ
ン
留
学
は
、
光
瑞
の
命
に
よ
る
仏
教
を
視
察
す
る
た
め
の
留
学
で
も
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
小
谷
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
月
に
ペ
ラ
デ
ニ
ア
熱
帯
農
業
学
校
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
は
、
同
年
四
月
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
部
の
ジ
ャ
フ
ナ
に
あ
る
煙
草
試
験
場
に
て
技
能
実
習
を
受
け
た
。
次
兄
法
城
は
、「
淡
雲
は
い
ゝ
成
績
で
卒
業
し
ま
し
た
。
も
う
数
ヶ
月
居
つ
て
煙
草
栽
培
を
研
究
し
、
南
洋
に
出
掛
け
る
さ
う
で
す
」）（1
（
と
記
し
て
い
る
。
（
２
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
セ
レ
ベ
ス
で
の
農
園
事
業
に
関
与
セ
イ
ロ
ン
を
離
れ
た
小
谷
淡
雲
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
四
月
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
大
谷
光
瑞
が
経
営
す
る
ゴ
ム
園
の
主
任
と
し
て
赴
任
し
た
。
当
時
の
同
地
に
は
、
日
本
人
経
営
の
ゴ
ム
園
が
複
数
あ
っ
た
。
小
谷
が
関
与
し
た
ゴ
ム
園
の
詳
細
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
所
在
の
南
洋
及
日
本
人
社
が
実
施
し
た
「
日
本
人
護
謨
園
調
査
」
に
記
録
が
あ
り
、
権
利
の
名
義
は
柱
本
瑞
俊
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
グ
園
／
創
業
大
正
五
年
五
月
既
成
園
買
収
／
組
織
個
人
／
資
本
金
六
万
円
／
持
主
柱
本
瑞
俊
西
本
願
寺
前
法
主
大
谷
光
瑞
師
の
珠
寵
を
受
く
、
年
少
気
鋭
の
事
業
家
な
り
、
新
嘉
坡
市
ビ
ヰ
ク
ト
リ
ア
街
花
屋
旅
館
内
仮
事
務
所
／
租
借
面
積
一
〇
〇
英
反
／
伐
木
面
積
一
〇
〇
／
植
付
面
積
八
七
／
切
付
面
積
八
〇
／
植
付
間
隔
十
五
呎
方
形
／
切
付
方
式
Ｖ
字
形
／
採
液
高
（
月
）
一
四
〇
〇
斤
／
日
本
人
数
男
五
名
／
苦
力
数
支
那
人
十
五
名
、
爪
哇
人
八
名
、
印
度
人
五
名
／
苦
力
賃
除
草
日
給
五
〇
仙
〔
セ
ン
ト
〕、
採
液
請
負
一
斤
二
十
八
仙
乃
至
三
二
仙
／
所
在
地
新
嘉
坡
ア
ン
モ
ー
キ
ヨ
ー
〔
ア
ン
モ
キ
オ
〕
／
交
通
関
係
新
嘉
坡
市
街
迄
五
哩）（1
（
─ 29 ─
南洋における大谷光瑞門下生の活動
小
谷
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
ゴ
ム
園
に
勤
務
し
つ
つ
、
同
地
を
拠
点
に
南
洋
各
地
の
経
済
事
情
を
調
査
し
た
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
に
次
兄
の
法
城
は
「
淡
公
〔
淡
雲
〕
は
目
下
ス
マ
ト
ラ
に
煙
草
園
着
手
の
下
調
に
行
つ
て
ゐ
る
様
子
」）（1
（
と
報
告
し
て
い
る
。
同
年
一
一
月
か
ら
は
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
を
視
察
し
た
。
イ
ン
ド
領
カ
ラ
チ
の
三
井
物
産
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
法
城
は
、「
淡
公
は
今
度
セ
レ
ベ
ス
に
行
つ
た
様
で
す
。
も
う
〔
カ
ラ
チ
航
路
の
寄
港
地
で
あ
る
〕
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
会
へ
ま
せ
ん
。
妙
な
集
合
離
散
で
す
ね
」）11
（
と
い
う
。
法
城
と
淡
雲
の
兄
弟
は
、
同
時
期
に
ア
ジ
ア
を
往
来
し
て
い
た
が
、
す
れ
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
谷
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
セ
レ
ベ
ス
島
（
現
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
）
の
最
北
部
の
ミ
ナ
ハ
サ
州
メ
ナ
ド
に
あ
る
大
谷
光
瑞
の
事
務
所
に
異
動
し
た
。
同
地
は
、
日
本
人
移
住
者
が
多
数
あ
り
、
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
。
一
九
一
九
年
五
月
か
ら
、
小
谷
は
メ
ナ
ド
近
郊
の
ノ
ー
ガ
ン
に
あ
る
大
谷
経
営
の
珈
琲
園
の
事
業
開
始
と
同
時
に
、
主
任
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
、
メ
ナ
ド
に
入
港
し
た
日
本
海
軍
の
第
一
遣
外
艦
隊
の
あ
る
士
官
は
、
主
任
で
あ
る
小
谷
の
案
内
に
よ
り
、
ノ
ー
ガ
ン
の
珈
琲
園
内
を
見
学
し
た
こ
と
に
つ
い
て
『
台
湾
日
日
新
聞
』
に
報
告
し
て
い
る）1（
（
。
そ
の
士
官
に
よ
れ
ば
、
在
留
日
本
人
に
よ
る
歓
迎
の
催
し
物
の
一
つ
に
、
大
谷
農
園
の
見
学
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
准
士
官
以
上
三
〇
名
が
招
待
さ
れ
自
動
車
に
分
乗
し
て
向
か
っ
た
と
い
う
。
珈
琲
園
は
、
高
原
に
位
置
し
、「
南
洋
の
楽
天
地
と
称
す
べ
き
で
あ
る
大
谷
伯
が
斯
か
る
土
地
を
選
定
さ
れ
た
事
が
ヒ
シ
〳
〵
と
首
肯
さ
れ
る
」
と
感
心
し
た
と
い
う
。
農
園
は
全
部
が
珈
琲
園
で
あ
り
イ
ギ
リ
ス
人
所
有
の
区
画
を
買
収
し
た
も
の
で
、
農
園
四
〇
〇
バ
ウ
と
住
宅
地
一
五
バ
ウ
を
所
有
し
て
、
そ
の
半
分
で
珈
琲
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
バ
ウ
」
は
ジ
ャ
ワ
で
の
土
地
面
積
の
単
位
で
、
一
バ
ウ
は
約
七
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
る
。
農
園
に
は
、
三
年
木
か
ら
七
年
木
ま
で
あ
り
、
種
類
は
ア
ラ
ビ
カ
、
リ
ベ
リ
カ
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
三
種
が
あ
り
、
ロ
ブ
ス
タ
ー
種
が
も
っ
と
も
品
質
が
良
好
と
聞
い
た
。
農
園
の
地
質
は
火
山
灰
が
多
量
に
あ
る
た
め
肥
料
を
用
う
る
必
要
が
な
い
と
い
う
。
現
─ 30 ─
地
人
の
従
業
員
一
五
名
に
、
臨
時
雇
用
の
五
〇
名
を
加
え
て
、
土
地
の
開
墾
、
雑
草
の
除
去
、
種
実
の
収
穫
、
珈
琲
の
精
製
な
ど
を
行
い
、
建
物
の
後
方
に
は
水
力
発
電
所
を
設
け
、
珈
琲
豆
の
精
製
の
た
め
の
動
力
と
住
宅
の
電
灯
の
電
源
と
し
て
用
い
て
い
る
と
い
う
。
准
士
官
ら
は
、
社
宅
に
て
椰
子
酒
と
地
元
料
理
の
饗
応
を
受
け
た
が
、
士
官
は
、「
小
谷
氏
の
流
暢
な
る
美
文
的
な
る
挨
拶
に
は
感
心
し
た
。
午
食
終
て
庭
園
に
て
紀
念
撮
影
を
な
し
特
に
一
行
招
待
の
為
集
め
ら
れ
た
る
ミ
ナ
サ
美
人
の
舞
踏
を
見
物
し
午
後
四
時
帰
艦
の
途
に
就
く
際
に
農
園
の
写
真
と
珈
琲
の
小
袋
を
紀
念
に
と
の
小
谷
氏
の
厚
意
を
感
謝
」
し
た
と
い
う
。
別
の
ジ
ャ
ワ
在
住
の
日
本
人
の
眼
に
は
、「
大
谷
光
瑞
師
と
そ
の
一
門
は
、
目
立
た
ぬ
存
在
乍
ら
爪
哇
在
留
者
の
項
目
に
も
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」）11
（
と
述
べ
て
い
る
。
小
谷
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
に
、
ジ
ャ
ワ
島
の
ス
ラ
バ
ヤ
に
て
白
石
静
枝
と
結
婚
し
た）11
（
。
（
３
）
財
団
法
人
南
洋
協
会
ジ
ャ
ワ
支
部
小
谷
は
、
セ
レ
ベ
ス
島
ノ
ー
ガ
ン
か
ら
、
ジ
ャ
ワ
島
バ
タ
ビ
ヤ
に
転
居
し
た
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
九
月
に
、
財
団
法
人
南
洋
協
会
の
ジ
ャ
ワ
支
部
の
常
任
幹
事
に
就
任
し
た
か
ら
で
あ
る）11
（
。
南
洋
協
会
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
東
京
で
設
立
さ
れ
、
初
代
会
頭
は
伯
爵
の
芳
川
顕
正
（
一
八
四
二
～
一
九
二
〇
）
で
あ
っ
た
。
会
の
規
約
に
よ
る
と
「
第
二
条
本
会
ハ
南
洋
ニ
於
ケ
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
講
究
シ
テ
相
互
ノ
事
情
ヲ
疎
通
シ
共
同
ノ
福
利
ヲ
増
進
シ
以
テ
平
和
文
明
ニ
貢
献
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」）11
（
と
謳
っ
た
団
体
で
あ
る
が
、
南
進
論
の
世
論
と
政
策
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
団
体
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
支
部
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
六
月
に
、
在
バ
タ
ビ
ア
帝
国
総
領
事
の
松
本
幹
之
亮
ほ
か
内
外
の
有
力
者
の
斡
旋
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
の
ジ
ャ
ワ
支
部
役
員
は
、
支
部
長
は
松
本
幹
之
亮
、
評
議
員
は
原
口
竹
次
郎
、
半
田
治
三
郎
、
鷲
尾
磯
一
、
松
下
亮
男
、
安
藤
珍
成
、
菊
地
泰
、
常
任
幹
事
は
小
谷
淡
雲
で
あ
っ
た）11
（
─ 31 ─
南洋における大谷光瑞門下生の活動
同
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、「
南
洋
協
会
爪
哇
支
部
規
約
」
に
よ
れ
ば
、「
第
二
条
支
部
は
蘭
領
東
印
度
に
於
け
る
企
業
、
貿
易
、
制
度
其
他
諸
般
の
事
情
を
調
査
し
、
出
版
物
を
刊
行
し
以
て
日
蘭
通
商
の
助
長
に
務
め
併
せ
て
両
国
民
の
交
誼
を
図
る
と
目
的
と
す
」）11
（
と
あ
る
よ
う
に
、
現
地
で
の
情
報
収
集
が
目
的
で
あ
っ
た
。
支
部
で
の
調
査
成
果
は
、
蘭
印
で
の
経
済
と
地
域
事
情
を
速
や
か
に
知
ら
す
た
め
、
協
会
支
部
会
員
や
各
方
面
に
配
布
し
た
隔
週
発
行
の
彙
報
に
掲
載
し
た
ほ
か
、
一
九
二
四
年
か
ら
は
『
蘭
領
東
印
度
時
報
』
を
発
行
し
た
。
ま
た
『
南
洋
協
会
雑
誌
』（
東
京
の
本
部
発
行
）
や
『
南
洋
経
済
時
報
』（
同
協
会
新
嘉
坡
商
品
陳
列
館
発
行
）
に
も
、
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
た
。
例
え
ば
小
谷
は
、『
南
洋
経
済
時
報
』
に
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
お
け
る
憲
法
改
正
に
伴
う
植
民
地
行
政
の
組
織
改
編
に
つ
い
て
、
自
主
権
と
自
治
権
の
拡
大
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る）11
（
。
小
谷
が
調
べ
た
情
報
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
大
阪
朝
日
新
聞
記
者
の
西
村
道
太
郎
と
白
川
威
海
に
よ
る
現
地
事
情
の
記
事
中
に
て
引
照
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
小
谷
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
産
の
農
作
物
に
対
す
る
日
本
人
の
投
資
額
を
調
査
し
た
が
、
蘭
印
全
体
で
の
総
額
は
、
二
七
一
六
万
六
一
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
（
う
ち
ジ
ャ
ワ
、
九
九
二
万
五
〇
〇
〇
ギ
ル
ダ
ー
）
と
報
告
し
て
、
各
種
農
作
物
（
ゴ
ム
、
砂
糖
、
椰
子
、
茶
、
油
椰
子
、
サ
イ
サ
ル
〔
サ
イ
ザ
ル
麻
〕、
珈
琲
、
シ
ト
ロ
ネ
ラ
、
胡
椒
、
印
度
藍
、
規
那
〔
キ
ナ
ノ
キ
の
乾
燥
樹
皮
〕、
ポ
テ
ト
）
の
内
訳
も
記
し
た
と
い
う）11
（
。
植
民
地
台
湾
は
、
日
本
人
の
南
洋
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
が
、
小
谷
は
台
湾
在
住
の
同
胞
に
向
け
て
、
南
方
へ
の
事
業
進
出
を
呼
び
掛
け
た
。
小
谷
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
、
台
北
の
台
湾
総
督
府
庁
舎
内
の
第
一
階
食
堂
で
講
演
を
行
っ
た
。
小
谷
は
、「
南
洋
で
企
業
す
る
に
当
つ
て
先
づ
何
が
一
番
有
望
で
あ
る
か
其
利
潤
率
の
順
序
を
申
上
げ
ま
す
と
ホ
テ
ル
業
を
最
高
に
鉱
業
、
栽
培
、
銀
行
鉄
道
工
業
倉
庫
、
艀
船
、
海
運
、
雑
業
、
商
業
、
保
険
の
諸
業
の
順
序
に
な
る
」）11
（
と
断
っ
た
上
で
、
ホ
テ
ル
業
と
保
険
業
は
欧
州
人
が
既
に
地
盤
を
築
い
て
お
り
、
鉱
業
は
欧
州
の
大
手
企
業
が
長
年
に
わ
た
り
利
益
を
上
げ
て
、
日
本
人
は
個
人
で
関
わ
る
余
地
は
な
く
大
資
本
の
介
入
が
必
要
と
な
る
た
め
、
日
本
人
が
行
う
事
業
と
し
て
栽
培
事
─ 32 ─
業
が
適
当
で
あ
り
将
来
性
が
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
。
こ
の
講
演
は
時
間
の
都
合
上
、
農
業
を
中
心
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
水
産
業
に
も
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
ら
し
く
、
講
演
後
に
、
台
湾
日
日
新
報
の
記
者
に
対
し
て
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
爪
哇
で
は
砂
糖
其
他
各
種
の
事
業
は
大
発
展
を
遂
げ
て
居
る
け
れ
ど
も
独
り
水
産
業
の
み
は
全
く
手
が
著
け
ら
れ
て
居
な
い
状
態
で
あ
る
」）1（
（
と
し
て
、
日
本
人
に
漁
業
の
参
入
と
そ
の
可
能
性
を
訴
え
た
。
小
谷
は
、
南
洋
の
後
背
地
と
し
て
の
台
湾
の
地
位
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
知
見
は
、
光
瑞
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
（
４
）
台
湾
総
督
府
の
事
務
嘱
託
南
洋
協
会
爪
哇
支
部
で
は
、
台
湾
総
督
府
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
て
い
た
。
同
府
か
ら
小
谷
が
嘱
託
を
命
じ
ら
れ
た
用
務
は
、
次
の
三
件
で
あ
る
。
「
爪
哇
バ
ン
ド
ン
年
次
産
業
展
覧
会
ニ
関
ス
ル
事
務
」（
一
九
二
二
年
八
月
～
一
九
二
三
年
三
月
）
で
は
、
同
府
殖
産
局
の
嘱
託
と
し
て
、
一
九
二
二
年
に
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
る
産
業
展
覧
会
に
、
台
湾
の
物
産
品
を
展
示
す
る
段
取
り
を
行
っ
た
。
説
明
書
の
翻
訳
、
陳
列
、
広
告
、
報
告
書
の
作
成
に
携
わ
っ
た
。
「
バ
ン
ド
ン
茶
共
進
会
ニ
関
ス
ル
事
務
」（
一
九
二
四
年
五
月
～
一
二
月
）
で
は
、
同
じ
く
殖
産
局
の
嘱
託
と
し
て
、
製
茶
産
業
の
振
興
を
行
う
べ
く
各
地
か
ら
出
展
さ
れ
た
茶
葉
の
優
劣
を
品
評
す
る
バ
ン
ド
ン
開
催
の
共
進
会
に
お
い
て
、
台
湾
産
の
包
種
茶
と
烏
龍
茶
な
ど
の
販
路
拡
大
を
行
う
べ
く
、
茶
葉
の
見
本
陳
列
を
担
当
し
た
。
「
南
洋
ニ
於
ケ
ル
制
度
及
経
済
調
査
ニ
関
ス
ル
事
務
」（
一
九
二
五
年
一
二
月
～
一
九
二
六
年
四
月
）
で
は
、
同
府
官
房
調
査
課
の
嘱
託
と
し
て
、
計
一
三
九
日
（
内
訳
、
航
海
日
数
六
四
日
、
視
察
日
数
七
五
日
）
を
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
海
峡
植
民
地
と
マ
ラ
ヤ
連
邦
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
南
洋
一
帯
を
調
査
視
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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後
述
す
る
よ
う
に
領
事
館
に
着
任
後
は
、
南
洋
協
会
ジ
ャ
ワ
支
部
の
評
議
員
を
務
め
て
、
外
交
官
の
立
場
か
ら
協
会
の
事
業
に
協
力
し
た）11
（
。
四
バ
タ
ビ
ヤ
領
事
館
（
１
）
副
領
事
・
領
事
代
理
の
就
任
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
バ
タ
ビ
ヤ
に
、
帝
国
領
事
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
三
月
で
あ
る）11
（
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
に
は
総
領
事
館
に
昇
格
し
た
が
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
の
オ
ラ
ン
ダ
を
含
む
連
合
国
へ
の
宣
戦
布
告
と
共
に
、
総
領
事
館
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
総
領
事
館
で
は
、
総
領
事
、
領
事
、
副
領
事
、
領
事
代
理
の
序
列
が
あ
る
。
小
谷
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
一
月
に
、
現
地
採
用
で
副
領
事
（
高
等
官
七
等
）
と
な
り
、
バ
タ
ビ
ヤ
総
領
事
館
に
勤
務
し
た
。
総
領
事
が
着
任
し
な
い
時
期
に
は
、
総
領
事
代
理
を
三
回
務
め
た
。
一
九
三
一
年
八
月
に
東
京
世
田
谷
の
国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
に
て
、
文
部
省
・
拓
務
省
共
催
「
移
植
民
教
育
講
習
会
」
が
開
か
れ
、
小
谷
は
、
外
務
省
副
領
事
の
肩
書
で
「
南
洋
経
済
事
情
」
の
演
題
で
講
演
し
た
。
小
谷
は
、「
南
洋
に
は
前
後
十
七
年
居
り
ま
し
て
、
丁
度
日
本
に
生
れ
て
か
ら
居
り
ま
し
た
時
間
と
同
じ
位
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
其
間
に
は
馬
来
半
島
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
方
面
に
二
年
、
セ
ー
ロ
ン
に
約
二
ケ
年
、
バ
タ
ビ
ヤ
に
十
年
、
そ
れ
か
ら
セ
レ
ベ
ス
に
も
約
二
ケ
年
半
、
其
他
を
旅
行
に
費
し
ま
し
て
、
多
少
は
暹
羅
〔
シ
ャ
ム
、
現
・
タ
イ
〕
フ
ィ
リ
ピ
ン
辺
り
も
少
し
は
見
た
」）11
（
と
い
う
。
外
務
省
通
商
局
で
は
、
雑
誌
『
移
民
情
報
』
を
発
行
し
て
い
た
。
日
本
内
地
向
け
の
雑
誌
で
、
海
外
移
住
者
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
地
か
ら
の
小
谷
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
、
バ
タ
ビ
ヤ
で
の
歯
科
医
開
業
に
関
す
る
試
験
の
規
定
、
オ
ラ
ン
ダ
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人
学
生
が
多
い
バ
タ
ビ
ヤ
医
科
大
学
（
現
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
医
学
部
）
に
お
け
る
日
本
人
の
入
学
方
法
に
つ
い
て
報
告）11
（
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
は
、
沖
縄
や
鹿
児
島
を
中
心
に
日
本
か
ら
漁
業
移
民
が
多
数
い
た
が
、
同
地
に
お
け
る
漁
業
関
係
の
法
規
に
お
け
る
罰
則
規
定
の
改
正
を
伝
え
た）11
（
。
小
谷
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
に
、
高
等
官
六
等
と
な
り
、
一
九
四
二
年
七
月
に
は
叙
勲
五
等
、
瑞
宝
章
を
受
け
た
。
（
２
）
日
蘭
会
商
小
谷
は
、
重
要
な
外
交
交
渉
に
関
わ
っ
た
。
そ
れ
は
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
領
域
を
統
治
し
た
宗
主
国
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
で
行
わ
れ
た
経
済
交
渉
、
す
な
わ
ち
「
日
蘭
会
商
」
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
を
巡
っ
て
は
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
経
済
摩
擦
に
始
ま
り
開
戦
に
至
る
ま
で
の
交
渉
で
あ
っ
た
た
め
、
近
代
史
に
お
い
て
重
要
な
事
案
と
し
て
知
ら
れ
る）11
（
。
日
蘭
会
商
は
、
計
二
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
次
の
会
商
と
は
、
日
本
商
品
の
う
ち
綿
製
品
の
進
出
に
危
機
感
を
抱
い
た
蘭
印
当
局
側
の
要
請
で
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
バ
タ
ビ
ヤ
で
開
始
さ
れ
た
。
当
初
は
業
者
間
の
交
渉
で
あ
っ
た
が
成
果
を
得
ず
、
政
府
間
で
の
交
渉
と
な
っ
た
が
数
度
の
決
裂
を
経
て
、
一
九
三
七
年
四
月
に
日
蘭
通
商
協
定
（
石
沢
─
ハ
ル
ト
協
定
）
が
結
ば
れ
、
並
行
し
て
海
運
関
係
の
会
商
が
行
わ
れ
た
。
第
二
次
の
会
商
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
オ
ラ
ン
ダ
本
国
を
占
領
し
た
後
の
一
九
四
〇
年
五
月
に
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
対
日
輸
出
制
限
を
打
開
す
る
た
め
に
、
東
イ
ン
ド
の
軍
需
資
源
に
目
を
つ
け
て
、
蘭
印
政
府
に
会
商
を
申
し
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
同
年
八
月
、
商
工
大
臣
の
小
林
一
三
を
バ
タ
ビ
ヤ
に
派
遣
し
て
、
そ
の
後
は
元
外
務
大
臣
の
芳
沢
謙
吉
を
後
任
の
使
節
と
し
て
交
渉
を
続
け
た
。
し
か
し
日
本
側
の
要
求
が
大
き
い
た
め
、
一
九
四
一
年
六
月
に
交
渉
が
打
ち
切
ら
れ
た
。
同
年
一
二
月
に
開
戦
と
な
る
の
で
あ
る
。
外
務
省
が
編
纂
し
た
『
日
本
外
交
文
書
』
に
、
日
蘭
会
商
の
重
要
な
公
文
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
小
谷
の
氏
名
が
あ
る
三
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件
の
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
会
商
の
舞
台
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る）11
（
。
小
谷
は
、「
二
億
円
の
日
本
円
を
買
ひ
得
る
国
は
少
な
い
。
企
業
と
貿
易
と
人
間
と
三
拍
子
そ
ろ
つ
て
発
展
出
来
る
国
も
少
な
い
。
三
百
年
間
ケ
ン
カ
を
し
な
か
つ
た
国
も
少
な
い
。
日
、
蘭
印
会
商
が
真
面
目
に
、
協
調
的
に
、
共
存
共
栄
的
に
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
」）11
（
と
述
べ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
相
互
理
解
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
後
は
、
日
本
本
土
に
戻
り
、
一
九
三
九
年
頃
は
外
務
省
の
欧
州
局
第
三
課
に
勤
務
し
た）11
（
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
戦
後
に
は
陸
軍
司
政
官
と
し
て
バ
タ
ビ
ヤ
に
赴
く
の
で
あ
る
。
五
バ
タ
ビ
ヤ
の
日
本
人
（
１
）
在
留
日
本
人
と
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
タ
ビ
ヤ
へ
最
初
に
来
た
日
本
人
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
頃
に
渡
航
し
た
、
西
田
ト
メ
と
い
う
女
性
と
さ
れ
る）1（
（
。
そ
の
後
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
や
「
娘
子
軍
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
か
ら
出
稼
ぎ
女
性
の
渡
航
が
相
次
い
だ
。
商
用
目
的
の
居
住
者
も
増
え
て
き
て
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
に
、
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
（
後
・
社
団
法
人
）
が
結
成
さ
れ
た）11
（
。
小
谷
は
、
前
述
の
と
お
り
一
九
二
一
年
か
ら
バ
タ
ビ
ヤ
に
関
わ
る
。
小
谷
は
、
雑
誌
『
大
乗
』
に
、
現
地
の
模
様
を
寄
せ
て
い
る
が
、
当
時
の
時
代
状
況
が
分
か
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
蘭
人
間
に
も
近
ご
ろ
日
本
語
熱
が
盛
ん
で
あ
る
。
主
な
新
聞
は
大
ガ
イ
〔
大
概
〕
日
本
の
新
聞
を
取
り
、
読
み
、
転
載
し
て
ゐ
る
。
岩
槻
〔
東
京
無
線
電
信
局
岩
槻
受
信
所
〕
の
無
電
ニ
ウ
ス
は
電
報
欄
の
相
当
な
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
て
ゐ
る
。
内
地
で
も
余
り
ヘ
ン
な
事
は
云
つ
た
り
、
書
い
た
り
し
て
頂
き
度
く
な
い
。
／Grondijs
と
云
ふ
人
がW
at w
il Japan
と
云
ふ
本
を
書
い
た
。
日
本
、
満
洲
、
支
那
を
見
た
上
で
あ
る
。
と
て
も
よ
く
認
識
し
て
ゐ
る
。
バ
ン
ド
ン
の
陸
軍
省
に
ゐ
る
─ 36 ─
プ
ー
ル
大
佐
は
日
本
語
で
蘭
語
文
法
を
書
い
た
り
、
無
料
で
蘭
語
を
教
へ
た
り
す
る
傍
ら
、
日
本
及
び
日
本
人
に
関
す
る
誤
解
の
一
掃
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
日
本
の
友
も
少
く
は
な
い
。
／
印
度
欧
人
協
会
と
云
ふ
混
血
児
団
体
の
創
立
十
五
周
年
祝
賀
会
に
奇
麗
な
お
嬢
さ
ん
達
が
「
は
る
さ
め
」
の
踊
り
を
日
本
人
の
お
婆
さ
ん
か
ら
な
ら
つ
て
踊
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
の
カ
ツ
サ
イ
〔
喝
采
〕
を
博
し
た
。
日
本
文
化
の
紹
介
に
有
難
い
出
来
事
だ
つ
た）11
（
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
初
め
に
、
小
谷
は
一
時
帰
国
し
た
。
同
年
三
月
一
八
日
に
は
、
兄
の
小
谷
徳
水
が
当
時
に
勤
務
し
て
い
た
中
外
日
報
社
を
訪
れ
て
、
現
地
に
お
け
る
日
本
人
事
情
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
何
し
ろ
寒
い
の
に
驚
い
て
ゐ
ま
す
。
最
高
五
度
な
ど
と
聞
い
て
び
く
び
く
し
て
ゐ
た
が
、
室
戸
崎
か
ら
四
国
を
眺
め
つ
ゝ
震
へ
上
つ
て
し
ま
つ
て
、
も
う
十
日
間
も
風
呂
へ
入
ら
な
い
と
い
ふ
始
末
で
す
。
帝
都
事
件
〔
二
・
二
六
事
件
の
こ
と
〕
は
二
七
日
に
ラ
ジ
オ
で
聴
い
て
驚
い
た
。
向
う
は
日
蘭
会
商
が
纏
ま
ら
ぬ
の
で
八
千
人
の
在
留
邦
人
に
と
つ
て
も
悩
み
で
す
。
ス
マ
ト
ラ
に
は
本
願
寺
の
出
張
所
も
あ
る
が
、
ジ
ヤ
ワ
に
は
何
も
な
い
。
バ
タ
ヴ
イ
ア
の
和
蘭
人
の
共
同
墓
地
に
日
本
人
の
納
骨
堂
を
つ
く
り
光
瑞
さ
ん
の
御
名
号
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
ジ
ヤ
ワ
島
に
最
近
日
本
人
の
基
督
教
会
が
で
き
て
和
蘭
人
、
土
人
〔
現
地
人
〕
の
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
も
参
加
し
て
盛
大
な
式
が
催
さ
れ
た
。
在
留
邦
人
は
大
部
分
は
商
人
で
銀
行
、
会
社
や
、
沖
縄
辺
か
ら
出
か
け
た
漁
師
、
ゴ
ム
、
茶
等
の
農
場
な
ど
を
や
つ
て
ゐ
る
。
宗
教
的
に
は
個
人
的
に
は
種
々
な
悩
み
や
要
求
も
も
つ
て
ゐ
る
が
、
団
体
的
に
求
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
迄
に
は
ゆ
か
ぬ
。
火
葬
な
ど
極
め
て
原
始
的
な
方
法
で
海
岸
の
砂
に
穴
を
掘
つ
て
薪
を
積
ん
で
焼
く
の
で
あ
る
云
）々
11
（
。
小
谷
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
の
公
選
評
議
員
を
務
め
て
い
た）11
（
。
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
の
組
織
と
目
的
は
、
会
則
に
よ
れ
ば
、「
第
二
条
本
会
ハ
バ
タ
ビ
ヤ
州
及
其
附
近
ニ
在
留
ス
ル
日
本
人
及
日
本
人
経
営
ノ
法
人
並
ニ
商
店
ヲ
以
ツ
テ
組
織
ス
」、「
第
三
条
本
会
ハ
在
留
日
本
人
ノ
親
睦
、
矯
風
、
公
益
、
福
祉
ノ
増
進
ヲ
図
ル
ヲ
以
ツ
テ
目
的
ト
ス
」）11
（
と
あ
る
。
事
業
と
し
て
、「（
一
）
学
務
部
─
小
学
校
経
営
（
予
科
及
尋
常
六
年
）（
二
）
運
動
部
─
庭
球
、
野
球
、
陸
上
運
動
会
─ 3（ ─
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（
三
）
娯
楽
部
─
撞
球
、
卓
球
、
碁
、
将
棋
、
図
書
（
四
）
購
買
部
─
味
噌
、
醤
油
の
輸
入
販
売
」）11
（
を
行
い
、
在
留
日
本
人
の
生
活
を
支
援
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
２
）
バ
タ
ビ
ヤ
の
日
本
人
納
骨
堂
前
述
の
引
用
文
に
あ
る
日
本
人
の
納
骨
堂
と
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
ナ
・
ア
バ
ン
に
あ
る
プ
タ
ン
ブ
ラ
ン
墓
地
内
に
所
在
す
る
。
在
留
日
本
人
の
葬
祭
を
目
的
に
、
有
志
七
人
が
発
起
人
と
な
り
、
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
共
済
会
（
一
九
二
三
年
発
足
）
の
事
業
と
し
て
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
バ
タ
ビ
ヤ
市
内
に
分
散
し
て
い
た
日
本
人
女
性
の
墓
を
集
め
て
安
置
し
た
と
い
う
。
現
存
す
る
過
去
帳
に
よ
れ
ば
二
七
七
柱
（
物
故
し
た
年
代
は
、
明
治
期
三
五
、
大
正
期
六
七
、
昭
和
期
一
五
四
名
、
不
詳
二
一
）
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
物
故
者
の
出
身
地
は
、
北
は
樺
太
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
各
地
に
及
ぶ）11
（
。
先
に
『
中
外
日
報
』
に
お
け
る
小
谷
の
発
言
を
引
用
し
た
が
、
文
中
の
「
光
瑞
さ
ん
の
御
名
号
」
に
つ
い
て
詳
細
を
見
よ
う
。
こ
れ
は
礼
拝
用
の
本
尊
で
、
大
谷
光
瑞
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
墨
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
済
会
副
会
長
の
佐
藤
秋
次
郎
が
、
そ
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
。
神
奈
川
の
平
塚
出
身
の
佐
藤
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
ジ
ャ
ワ
島
に
渡
っ
て
一
八
年
間
の
滞
在
生
活
を
送
り
、
バ
タ
ビ
ヤ
で
佐
藤
商
店
を
営
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
バ
タ
ビ
ヤ
で
故
人
の
遺
骨
を
安
置
す
る
施
設
を
作
る
に
は
よ
い
が
、
納
骨
堂
の
「
精
神
」
に
つ
い
て
、
思
い
悩
ん
で
い
た
と
い
う
。
結
果
、
光
瑞
に
名
号
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
祖
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
無
垢
で
無
名
の
在
留
日
本
人
の
心
情
が
伝
わ
る
率
直
な
文
章
な
の
で
、
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。
納
骨
堂
建
立
…
…
わ
た
し
達
に
取
つ
て
は
、
何
ん
と
言
ふ
幸
運
だ
つ
た
の
で
せ
う
。
…
…
バ
タ
ビ
ヤ
か
ら
七
、
八
十
キ
ロ
離
れ
た
ス
カ
ブ
ミ
に
大
谷
光
瑞
氏
が
農
園
を
経
営
し
て
居
ら
れ
て
、
大
谷
光
瑞
氏
は
時
々
こ
の
ス
カ
ブ
ミ
の
農
園
へ
見
え
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
す
。
／
納
骨
堂
の
精
神
。
─
つ
ま
り
、
納
骨
堂
の
魂
は
大
谷
光
瑞
氏
に
お
願
ひ
出
来
れ
ば
、
こ
れ
は
、
何
ん
と
言
ふ
幸
運
で
あ
ら
う
か
と
思
ひ
ま
し
た
。
／
併
し
、
わ
た
し
達
は
ス
カ
ブ
ミ
の
大
谷
光
瑞
氏
と
は
一
面
識
も
あ
り
ま
─ 3（ ─
せ
ん
。
勿
論
、
面
識
の
無
い
わ
た
し
達
が
お
願
ひ
に
行
け
る
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
／
す
る
と
、
何
処
迄
も
、
こ
の
納
骨
堂
の
建
立
は
幸
運
に
恵
ま
れ
て
ゐ
る
の
か
、
小
谷
副
領
事
が
大
谷
光
瑞
氏
と
は
と
て
も
親
し
い
関
係
を
持
つ
て
ゐ
て
、
聞
く
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
親
子
〔
の
よ
う
な
〕
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
話
で
す
。
／
わ
た
し
達
で
は
お
願
ひ
す
る
に
も
、
お
願
ひ
す
る
順
序
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
小
谷
副
領
事
か
ら
大
谷
光
瑞
氏
へ
お
願
ひ
し
て
頂
き
ま
し
た
。
／
…
…
大
谷
光
瑞
氏
の
真
筆
納
骨
堂
の
魂
に
大
谷
光
瑞
氏
が
其
の
真
筆
を
納
め
て
呉
れ
る
と
い
ふ
の
は
、
更
に
、
海
外
に
働
く
同
胞
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。
／
併
し
、
此
処
で
大
谷
光
瑞
氏
に
わ
た
し
は
頭
が
下
り
ま
し
た
。
簡
単
に
口
で
、
言
葉
で
、
感
激
し
た
な
ん
て
い
ふ
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
／
小
谷
副
領
事
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
大
谷
光
瑞
氏
は
、
─
納
骨
堂
の
魂
に
な
る
や
う
な
大
切
な
物
を
出
先
で
書
く
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
一
度
、
東
京
へ
帰
つ
て
東ママ
本
願
寺
に
於
い
て
書
き
ま
せ
う
。
／
わ
た
し
が
直
接
に
聞
い
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
文
句
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
大
体
に
於
い
て
、
か
う
い
ふ
意
味
の
こ
と
を
言
は
れ
た
さ
う
で
す
。
／
大
谷
光
瑞
氏
程
の
人
が
、
さ
う
い
ふ
大
切
な
も
の
を
出
先
で
書
く
訳
に
は
ゆ
か
な
い
か
ら
─
と
は
、
何
ん
と
温
い
心
で
せ
う
。
／
わ
た
し
は
こ
の
事
を
思
ふ
と
、
今
で
も
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
て
来
ま
す
。
こ
の
納
骨
堂
の
魂
に
は
、
大
谷
光
瑞
氏
の
念
仏
の
真
筆
が
納
め
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
わ
ざ
〳
〵
内
地
へ
帰
ら
れ
て
、
書
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
わ
た
し
達
は
深
く
こ
の
事
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す）11
（
。
バ
ヤ
ビ
ヤ
の
日
本
人
納
骨
堂
に
、
大
谷
光
瑞
の
直
筆
に
よ
る
名
号
が
納
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
佐
藤
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
納
骨
堂
の
魂
」
を
入
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
来
の
浄
土
真
宗
の
教
え
と
は
異
な
る
考
え
方
と
は
い
え
、
故
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
南
洋
の
日
本
人
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
支
え
と
な
り
、
日
本
と
い
う
故
郷
と
の
つ
な
が
り
の
象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
人
納
骨
堂
は
、
戦
争
の
混
乱
で
荒
廃
し
た
が
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
有
志
に
よ
り
日
本
人
墓
地
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
に
は
第
一
回
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
現
在
で
も
毎
年
に
春
秋
二
回
が
行
わ
れ
て
い
る
。
光
瑞
筆
の
名
号
は
、
現
存
し
な
い
と
見
ら
れ
る
。
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（
３
）
大
谷
光
瑞
か
ら
の
教
え
バ
タ
ビ
ヤ
の
日
本
人
納
骨
堂
で
の
逸
話
の
と
お
り
、
外
交
官
に
な
っ
た
後
で
も
、
大
谷
光
瑞
と
小
谷
淡
雲
の
交
流
は
続
い
た
。
外
交
官
と
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
貫
く
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
車
し
て
欧
州
出
張
に
向
か
う
際
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
〔
外
交
官
の
時
に
〕
外
交
伝
書
使
と
し
て
欧
洲
に
行
く
前
、〔
光
瑞
へ
〕
挨
拶
に
御
伺
し
て
お
ね
だ
り
し
た
ら
「
精
進
不
退
」
と
書
い
て
下
さ
れ
、
官
吏
の
本
分
を
尽
す
一
助
と
し
て
「
金
光
明
王
最
勝
王
経
」
を
読
め
と
云
わ
れ
た
。
黄
色
の
部
厚
い
の
を
買
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
往
復
共
読
み
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
／
猊
下
の
こ
と
は
よ
く
夢
に
見
る
。
何
時
で
も
明
る
く
て
朗
ら
か
で
あ
ら
れ
る
場
面
は
忘
れ
勝
ち
だ
が
、
印
度
洋
上
を
船
で
行
っ
た
思
出
が
割
合
に
永
く
残
っ
て
い
る
。
／
謙
遜
な
猊
下
の
こ
と
だ
か
ら
自
分
で
云
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
内
心
で
は
還
相
の
菩
薩
行
を
し
て
い
る
の
だ
と
の
御
自
信
が
強
か
っ
た
と
察
し
て
い
る）11
（
。
小
谷
は
、
バ
タ
ビ
ヤ
か
ら
一
時
的
に
東
京
に
戻
っ
た
際
に
記
し
た
文
章
に
、
仏
典
の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
先
日
、〔
大
谷
光
瑞
〕
猊
下
か
ら
い
ろ
〳
〵
有
難
い
御
示
教
を
承
り
ま
し
た
。
大
経
〔
仏
説
無
量
寿
経
〕
の
中
に
「
是
ノ
二
菩
薩
（
観
世
音
、
大
勢
至
）
此
ノ
国
土
ニ
菩
薩
ノ
行
ヲ
修
シ
命
終
転
化
シ
テ
彼
ノ
仏
国
ニ
生
ゼ
リ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
「
此
国
土
」
が
此
の
娑
婆
世
界
だ
と
云
ふ
事
を
ハ
ツ
キ
リ
教
へ
て
頂
だ
い
て
、
大
変
な
つ
か
し
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
…
…
そ
ん
な
事
も
知
ら
な
か
つ
た
の
か
と
笑
は
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
取
つ
て
は
一
つ
の
発
見
と
歓
喜
で
し
た）1（
（
。
小
谷
の
人
物
評
に
つ
い
て
、「
氏
を
指
導
し
た
の
が
有
名
な
ア
ジ
ア
経
綸
論
者
大
谷
光
瑞
師
で
あ
っ
た
た
め
、
小
谷
氏
の
理
想
の
精
神
的
基
盤
が
大
乗
仏
教
に
深
く
根
差
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
い
」）11
（
と
あ
る
。
外
交
官
時
代
の
小
谷
は
、
在
留
日
本
人
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
。
後
年
に
財
団
法
人
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
（
現
・
一
般
財
団
法
人
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
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昭
和
三
年
か
ら
副
領
事
と
し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
勤
務
し
は
じ
め
て
か
ら
終
戦
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
留
の
日
本
人
と
深
い
関
係
を
も
ち
、
歴
代
の
総
領
事
の
名
は
知
ら
な
く
て
も
小
谷
領
事
を
知
ら
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
ほ
ど
内
外
人
の
間
に
信
頼
を
得
て
い
た
。
…
…
セ
イ
ロ
ン
で
学
ん
だ
英
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
学
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
語
は
つ
ね
に
在
外
日
本
総
領
事
館
の
至
宝
で
あ
っ
た
。
南
方
生
活
中
の
激
務
か
ら
開
戦
、
終
戦
の
あ
と
を
受
け
て
、
昭
和
二
八
年
か
ら
心
の
故
郷
で
あ
る
仏
教
研
究
の
生
活
に
入
り
…
…
活
躍
し
た）11
（
。
小
谷
が
在
留
日
本
人
か
ら
支
持
を
受
け
た
の
は
、
南
洋
移
民
に
熊
本
県
出
身
者
が
多
く
い
た
こ
と
も
あ
る
。
な
に
よ
り
外
交
官
で
あ
る
前
に
一
人
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
々
に
寄
り
添
っ
て
い
た
の
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
か
。
六
戦
時
中
の
陸
軍
司
政
官
と
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
勤
務
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
の
開
戦
以
降
、
日
本
軍
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
を
攻
略
し
て
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
か
ら
軍
政
を
実
施
し
て
、
三
月
九
日
に
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
降
伏
し
た
。
日
本
本
土
か
ら
の
軍
政
要
員
を
増
派
し
て
、
同
年
七
月
二
〇
日
に
は
ジ
ャ
ワ
で
の
作
戦
を
担
当
し
た
陸
軍
第
一
六
軍
（
治
集
団
）
に
軍
政
監
部
（
通
称
・
ジ
ャ
ワ
軍
政
監
部
）
を
設
置
し
て
、
軍
に
よ
る
行
政
が
本
格
化
し
た
。
同
軍
の
施
策
に
よ
り
、
同
年
一
二
月
九
日
か
ら
、
バ
タ
ビ
ヤ
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
地
名
を
改
称
し
た）11
（
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二
月
現
在
の
外
務
省
職
員
録
に
よ
れ
ば
、
小
谷
は
バ
タ
ビ
ヤ
総
領
事
館
の
領
事
と
し
て
氏
名
は
あ
る
が
、「
御
用
帰
朝
者
」
と
し
て
現
地
に
は
滞
在
し
て
い
な
か
っ
た）11
（
。
小
谷
は
、
同
年
三
月
に
、
第
一
六
軍
軍
政
監
部
附
と
な
り
、
外
務
省
の
職
員
の
ま
ま
徴
用
さ
れ
て
南
方
占
領
地
で
の
軍
政
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
二
月
二
六
日
付
け
で
、
陸
軍
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司
政
官
高
等
官
四
等
が
発
令
と
な
り
、
同
年
八
月
四
日
付
で
領
事
と
な
っ
た）11
（
。
そ
の
後
、
日
本
本
土
に
帰
任
し
た
。
敗
戦
後
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
二
〇
日
、
東
京
の
外
務
省
本
省
に
あ
る
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
総
務
部
に
異
動
と
な
り
、
連
絡
官
と
し
て
勤
務
し
た
。
後
に
、
同
省
調
査
局
第
一
課
の
臨
時
兼
務
と
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
一
月
に
高
等
官
三
等
と
な
る
が
、
同
年
三
月
に
退
官
し
た
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三
月
か
ら
、
東
京
市
ヶ
谷
台
に
あ
る
元
陸
軍
省
ビ
ル
の
管
理
人
と
な
る
が
、
こ
の
建
物
で
連
合
国
側
が
日
本
の
戦
争
指
導
者
の
責
任
を
追
及
し
た
特
設
法
廷
で
あ
る
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
九
月
か
ら
は
、
連
合
国
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
宗
教
文
化
資
源
課
に
勤
務
し
た
。
同
課
に
は
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
複
数
い
た
が
、
大
谷
光
瑞
門
下
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で
あ
る
青
木
文
教
（
一
八
八
六
～
一
九
五
六
）
も
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
神
道
指
令
に
よ
り
国
家
か
ら
神
道
色
を
取
り
除
き
、
宗
教
団
体
を
厳
し
く
監
督
し
た
宗
教
団
体
法
の
廃
止
を
命
じ
て
、
新
た
に
宗
教
法
人
令
を
制
定
す
る
な
ど
、
政
教
分
離
の
徹
底
を
進
め
た
。
小
谷
は
調
査
活
動
を
担
当
す
る
日
本
人
職
員
の
一
人
で
あ
り
、
一
九
五
二
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
ま
で
勤
務
し
た
。
そ
の
後
は
、
民
間
人
の
立
場
か
ら
、
自
分
の
出
自
で
あ
る
仏
教
と
関
わ
る
。
米
国
の
ア
ジ
ア
財
団
か
ら
の
支
援
で
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三
月
に
、
財
団
法
人
仏
教
徒
文
化
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
全
国
一
三
の
仏
教
系
大
学
の
学
長
を
顧
問
に
据
え
、
長
兄
の
小
谷
徳
水
が
理
事
長
、
小
谷
淡
雲
が
事
務
局
長
と
な
り
、
日
本
人
仏
教
学
徒
の
海
外
活
動
を
支
援
し
た
。
ま
た
語
学
力
を
生
か
し
て
、
東
京
商
工
会
議
所
渉
外
部
嘱
託
も
務
め
た
。
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）
の
設
立
と
運
営
に
関
わ
り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
思
想
と
哲
学
に
関
心
が
あ
っ
た）11
（
。
神
秘
体
験
で
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
宗
教
家
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
（Sw
am
i V
ivekananda, 1（63-1902
）
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
こ
と
に
も
関
係
し
よ
う）11
（
。
小
谷
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
一
月
三
〇
日
、
東
京
の
武
蔵
野
日
本
赤
十
字
病
院
に
て
六
七
歳
で
往
生
し
た
。
同
年
二
月
一
〇
日
に
東
京
杉
並
の
築
地
本
願
寺
和
田
堀
廟
所
に
て
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
本
願
寺
門
主
の
大
谷
光
照
よ
り
「
唯
信
院
釈
淡
─ 42 ─
雲
」
の
院
号
が
贈
ら
れ
、
墓
地
は
多
磨
霊
園
に
あ
る
。
七
お
わ
り
に
小
谷
淡
雲
の
生
涯
は
、
大
谷
光
瑞
の
薫
陶
を
受
け
て
、
青
年
期
か
ら
壮
年
期
に
か
け
て
南
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
で
活
動
し
て
、
晩
年
期
は
仏
教
に
関
わ
っ
た
人
生
で
あ
っ
た
。
小
谷
は
、
僧
侶
と
し
て
直
接
の
宗
教
活
動
は
皆
無
に
等
し
い
が
、
そ
の
針
路
と
背
景
に
は
大
谷
光
瑞
が
深
く
関
わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
論
の
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
光
瑞
に
関
す
る
研
究
は
、
既
に
複
数
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
小
谷
の
足
跡
は
、
本
論
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
光
瑞
が
実
践
し
た
領
域
の
う
ち
、
武
庫
仏
教
中
学
で
の
教
育
、
南
洋
に
お
け
る
農
園
事
業
、
ア
ジ
ア
で
の
外
交
活
動
に
お
い
て
、
小
谷
は
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
光
瑞
の
人
物
育
成
に
よ
り
小
谷
と
い
う
人
材
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
の
履
歴
を
見
る
こ
と
で
、
光
瑞
が
育
成
し
た
人
材
の
分
野
の
広
が
り
を
把
握
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
小
谷
は
、
戦
後
日
本
の
再
建
に
関
与
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
本
論
を
終
え
た
い
。
そ
れ
は
、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
（W
illiam
 
Parsons W
oodard, 1（96-19（3
）
と
の
交
流
で
あ
る
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
派
遣
に
よ
り
戦
前
の
日
本
と
朝
鮮
の
各
地
で
布
教
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
会
衆
派
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
再
来
日
し
て
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
情
報
教
育
局
宗
教
文
化
資
源
課
に
勤
務
し
て
、
小
谷
と
は
同
僚
と
な
っ
た
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
、
自
身
が
体
験
し
た
占
領
時
代
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
を
客
観
的
か
つ
学
術
的
に
記
述
す
べ
く
、
一
九
七
二
年
に
単
著T
he A
llied O
ccupation of Japan 1945-52 and Japanese R
eligions
（
一
九
四
五
年
か
ら
五
二
年
ま
で
の
連
合
国
の
日
本
占
領
と
日
本
の
宗
教
）
を
刊
行
し
た）11
（
。
同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
に
お
け
る
重
要
な
文
献
と
し
て
、
引
用
さ
れ
る
─ 43 ─
南洋における大谷光瑞門下生の活動
こ
と
が
多
い
。
後
に
、
日
本
語
の
翻
訳
も
出
た
が
、
原
著
の
冒
頭
に
あ
っ
た
献
辞
文
は
、
残
念
な
が
ら
翻
訳
者
は
省
略
し
た
。
原
著
に
あ
る
献
辞
は
、
二
人
の
日
本
人
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
は
「
私
の
尊
敬
す
る
友
人
と
同
僚
に
捧
げ
る
。
浄
土
真
宗
の
熱
心
な
信
徒
の
小
谷
淡
雲
」（D
edicated to 
M
y esteem
ed friends and colleagues / T
anun K
otani 
（1（96-196（
） / D
evout laym
an of T
rue Pure Land 
Buddhism
）
と
あ
る
。
続
け
て
大
石
秀
典
（
一
九
〇
三
～
一
九
九
六
）
の
名
前
が
あ
る
が
、
曹
洞
宗
僧
侶
の
大
石
は
、
新
宗
教
団
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
財
団
法
人
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
現
・
公
益
財
団
法
人
）
の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
、
一
九
五
二
年
の
占
領
終
了
後
は
米
国
に
戻
っ
た
が
、
直
ぐ
に
再
来
日
し
て
宗
教
学
者
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
の
顧
問
を
務
め
た
岸
本
英
夫
ら
と
共
に
、
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
基
金
の
支
援
に
よ
り
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
長
ら
く
所
長
を
務
め
た
が
、
一
時
期
に
小
谷
は
次
長
で
も
あ
っ
た
。
占
領
下
の
宗
教
政
策
の
立
案
に
大
き
く
関
わ
っ
た
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
、
施
策
の
立
案
に
際
し
、
小
谷
に
対
し
て
仏
教
を
含
む
日
本
の
宗
教
事
情
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
た
。
キ
リ
ス
ト
者
と
仏
教
者
の
対
話
で
も
あ
り
、
勝
者
と
敗
者
を
超
え
た
友
情
関
係
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
註（1
）
小
谷
淡
雲
の
略
歴
は
、
主
に
台
湾
総
督
府
の
公
文
書
及
び
遺
族
が
ま
と
め
た
年
譜
を
参
照
し
て
、
適
宜
に
他
の
資
料
で
補
足
し
た
。
台
湾
総
督
府
の
公
文
書
と
は
、
敗
戦
後
に
中
華
民
国
が
接
収
し
た
当
該
文
書
群
に
つ
い
て
、
電
子
化
し
て
公
開
す
る
国
史
館
台
湾
文
献
館
が
運
営
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
台
湾
総
督
府
档
案
」（http://ds3.th.gov.tw
/ds3/app000/
）
か
ら
、
小
谷
に
関
す
る
公
文
書
に
添
付
さ
れ
─ 44 ─
た
履
歴
書
を
参
照
し
た
。
引
照
し
た
の
は
、
次
の
二
件
で
あ
る
。
第
一
に
、
件
名
「
小
谷
淡
雲
バ
ン
ド
ン
茶
共
進
会
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
嘱
託
ス
」
（
冊
号
／
文
号03（60/026
、
典
蔵
号00003（60026
、
時
間1924-06-01
（
大
正
一
三
年
）、
備
註
大
正
十
三
年
永
久
保
存
進
退
（
判
）
第
四
巻
）。
第
二
に
、
件
名
「
小
谷
淡
雲
（
南
洋
制
度
経
済
調
査
事
務
嘱
託
、
手
当
）」（
冊
号
／
文
号04012/062
、
典
蔵
号00004012062
、
時
間
1925-12-01
（
大
正
一
四
年
）
、
備
註
大
正
十
四
年
永
久
保
存
進
退
（
判
）
第
五
巻
）。
遺
族
が
ま
と
め
た
年
譜
と
は
、
小
谷
淡
雲
『
南
域
記
』（
私
家
版
、
一
九
六
五
年
）
所
収
の
「
小
谷
淡
雲
年
譜
」（
一
五
一
～
一
五
二
頁
）
で
あ
る
。
同
書
は
、
各
種
雑
誌
に
寄
稿
し
た
論
考
を
元
に
、
没
後
に
兄
小
谷
徳
水
が
編
集
し
て
、
三
男
の
白
石
三
郎
（
母
方
の
姓
を
継
承
）
の
名
義
で
作
製
し
た
私
家
版
で
あ
る
。
な
お
、
小
谷
淡
雲
の
生
年
に
つ
い
て
、
台
湾
総
督
府
の
履
歴
書
と
遺
族
編
纂
の
年
譜
で
は
異
な
る
。
前
者
は
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
、
後
者
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
と
あ
る
。
前
者
は
本
人
が
ま
と
め
た
履
歴
で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
前
者
の
年
次
を
採
用
す
る
。
ま
た
本
論
で
の
引
用
文
に
つ
い
て
、
適
宜
に
句
読
点
を
補
訂
し
た
。
（
2
）
「
在
外
帝
国
領
事
館
管
轄
区
域
（
明
治
四
二
年
三
月
六
日
外
務
省
令
第
一
号
）」（『
官
報
』
第
七
七
〇
五
号
、
印
刷
局
、
一
九
〇
九
年
三
月
六
日
）
に
よ
れ
ば
、「
蘭
領
爪
哇
島
「
バ
タ
ビ
ヤ
」
駐
在
帝
国
領
事
官
」（
一
五
六
頁
）
と
あ
る
。
バ
タ
ビ
ヤ
領
事
館
は
、
同
年
三
月
一
日
に
開
館
し
た
。
（
3
）
白
須
淨
眞
編
『
大
谷
光
瑞
と
国
際
政
治
社
会
─
チ
ベ
ッ
ト
、
探
検
隊
、
辛
亥
革
命
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
同
編
『
大
谷
探
検
隊
研
究
の
新
た
な
地
平
─
ア
ジ
ア
広
域
調
査
活
動
と
外
務
省
外
交
記
録
』（
同
、
二
〇
一
二
年
）、
同
編
『
大
谷
光
瑞
と
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
─
内
陸
ア
ジ
ア
探
検
と
国
際
政
治
社
会
』（
同
、
二
〇
一
四
年
）。
柴
田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
─
知
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の
軌
跡
』（
同
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
編
『
大
谷
光
瑞
─
「
国
家
の
前
途
」
を
考
え
る
』（
ア
ジ
ア
遊
学
第
一
五
六
号
、
同
、
二
〇
一
二
年
）、
柴
田
幹
夫
『
大
谷
光
瑞
の
研
究
─
ア
ジ
ア
広
域
に
お
け
る
諸
活
動
』（
同
、
二
〇
一
四
年
）。
（
4
）
小
出
享
一
「
大
谷
学
生
と
瑞
門
会
」（
前
掲
、
柴
田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
─
知
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の
軌
跡
』）。
（
5
）
加
藤
斗
規
「
大
谷
光
瑞
と
南
洋
」（
前
掲
、
柴
田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
─
知
ら
れ
ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の
軌
跡
』）。
（
6
）
玉
井
鉄
宗
「
大
谷
光
瑞
の
提
唱
す
る
「
熱
帯
農
業
の
奥
義
」
に
関
す
る
農
学
的
検
証
」（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
六
年
）。
（
（
）
三
谷
真
澄
「
仏
教
と
農
業
の
あ
い
だ
─
大
谷
光
瑞
師
の
台
湾
で
の
農
業
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
台
湾
の
日
本
仏
教
─
布
教
・
交
流
・
近
代
化
』
ア
ジ
ア
遊
学
第
二
二
二
号
、
二
〇
一
九
年
）。
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（
（
）
「
共
同
研
究
研
究
課
題
「
大
谷
光
瑞
の
ト
ル
コ
で
の
動
向
─
「
仏
教
」
と
「
農
業
」
の
あ
い
だ
」
（『
龍
谷
大
学
国
際
社
会
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
の
三
谷
真
澄
「
大
谷
光
瑞
の
ト
ル
コ
で
の
動
向
─
「
仏
教
」
と
「
農
業
」
の
あ
い
だ
」、
ヤ
マ
ン
ラ
ー
ル
水
野
美
奈
子
「
大
谷
光
瑞
の
ト
ル
コ
で
の
殖
産
事
業
研
究
の
新
資
料
紹
介
」、
嵩
満
也
「
大
谷
光
瑞
と
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
ア
ン
カ
ラ
・
ア
ヒ
マ
ス
ッ
ド
農
園
で
の
共
同
事
業
に
つ
い
て
」。
（
9
）
前
掲
、
柴
田
幹
夫
『
大
谷
光
瑞
の
研
究
』、
四
頁
。
柴
田
は
、〔
本
願
寺
〕
教
学
参
議
部
編
『
清
国
巡
遊
誌
』（
朝
倉
明
宣
、
一
九
〇
〇
年
、
御
親
論
二
頁
）
か
ら
光
瑞
の
発
言
を
引
用
し
た
。
（
10
）
後
藤
乾
一
『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
─
一
九
三
〇
年
代
「
南
進
」
の
論
理
・「
日
本
観
」
の
系
譜
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
六
年
）、
三
二
七
、
三
二
九
、
四
五
五
頁
。
（
11
）
小
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
小
川
町
史
』（
小
川
町
役
場
、
一
九
七
九
年
）、
九
六
頁
。
（
12
）
小
谷
徳
水
編
『
ら
い
さ
ん
』（
布
哇
別
院
日
曜
学
校
、
一
九
一
七
年
）。
海
谷
則
之
『
恩
徳
讃
も
の
が
た
り
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
七
～
一
六
頁
。
な
お
戦
後
に
な
っ
て
真
宗
大
谷
派
寺
院
出
身
の
清
水
脩
が
、「
恩
徳
讃
」（
ヘ
長
調
、
い
わ
ゆ
る
「
新
譜
」）
を
作
曲
し
た
が
、
澤
康
雄
の
旧
譜
は
今
で
も
親
し
ま
れ
る
。
（
13
）
小
谷
淡
雲
「
菩
薩
行
者
」（『
大
乗
─
ブ
デ
ィ
ス
ト
マ
ガ
ジ
ン
』
第
五
巻
第
一
〇
号
、「
光
瑞
上
人
特
集
号
」、
大
乗
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）、
一
六
頁
。
な
お
同
号
に
、
小
谷
徳
水
「
六
甲
山
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
14
）
小
谷
徳
水
「
無
題
録
」（『
瑞
門
会
誌
』
第
六
号
、
瑞
門
会
、
一
九
六
〇
年
）、
一
七
頁
。
（
15
）
小
谷
幹
子
編
・
発
行
『
法
城
遺
稿
』（
私
家
版
、
一
九
二
二
年
）、
一
八
四
頁
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
月
二
四
日
付
で
ボ
ン
ベ
イ
の
小
谷
法
城
か
ら
光
永
星
郎
宛
の
書
簡
。
同
書
は
、
次
兄
法
城
が
没
後
に
、
兄
弟
及
び
関
係
者
宛
て
の
書
簡
を
ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
。
光
永
は
、
熊
本
出
身
で
広
告
代
理
店
電
通
の
創
業
者
。
法
城
が
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
・
一
橋
大
学
）
の
在
学
中
は
光
永
宅
に
寄
宿
し
た
。
編
者
は
法
城
妻
。
（
16
）
ペ
ラ
デ
ニ
ア
熱
帯
農
業
学
校
は
、
一
九
六
六
年
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
県
ク
ン
ダ
サ
ー
レ
に
あ
る
別
の
農
業
学
校
と
合
併
し
て
、
現
在
は
ス
リ
ラ
ン
カ
農
業
省
普
及
訓
練
局
所
管
の
ク
ン
ダ
サ
ー
レ
農
業
学
校
で
あ
る
。
国
立
ペ
ラ
デ
ニ
ア
大
学
農
学
部
と
は
、
別
組
織
に
な
る
。
（
1（
）
前
掲
、
小
谷
幹
子
編
『
法
城
遺
稿
』、
二
三
三
～
二
三
四
頁
。
一
九
一
七
年
一
月
一
一
日
付
で
カ
ラ
チ
の
小
谷
法
城
か
ら
小
谷
徳
水
宛
の
書
簡
。
（
1（
）
南
洋
及
日
本
人
社
編
纂
部
編
『
馬
来
に
於
け
る
邦
人
活
動
の
現
况
』（
南
洋
及
日
本
人
社
、
一
九
一
七
年
）、「
記
事
の
部
」
二
～
三
頁
。
ゴ
ム
園
の
場
所
は
、
小
谷
が
記
載
し
た
前
述
の
台
湾
総
督
府
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
「
新
嘉
坡
リ
マ
ベ
ト
」
と
あ
る
。
（
19
）
前
掲
、
小
谷
幹
子
編
『
法
城
遺
稿
』、
二
四
三
頁
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
一
八
日
付
で
カ
ラ
チ
の
小
谷
法
城
か
ら
小
谷
徳
水
宛
の
書
簡
。
─ 46 ─
（
20
）
前
掲
、
小
谷
幹
子
編
『
法
城
遺
稿
』、
二
五
二
～
二
五
三
頁
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
一
月
一
一
日
付
で
東
京
の
小
谷
法
城
か
ら
小
谷
徳
水
宛
の
書
簡
。
（
21
）
無
署
名
「
光
瑞
師
の
活
躍
せ
る
セ
レ
ベ
ス
島
の
ノ
ン
ガ
ン
／
珈
琲
園
三
百
七
十
町
歩
の
主
／
私
設
の
水
力
発
電
所
あ
り
／
第
一
遣
外
艦
隊
員
の
通
信
上
・
下
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
第
七
二
三
一
、
七
二
三
三
号
、
一
九
二
〇
年
七
月
二
七
、
二
九
日
）、
四
、
八
頁
。
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」
よ
り
。
（
22
）
菅
沼
毅
「
日
本
か
ら
爪
哇
旅
行
の
人
々
」（
武
田
重
三
郎
編
『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑
話
─
蘭
印
時
代
邦
人
の
足
跡
』
武
田
重
三
郎
、
一
九
六
八
年
）、
二
六
四
頁
。
（
23
）
前
掲
、
小
谷
淡
雲
『
南
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
小
谷
の
子
息
は
、「
美
知
、
豊
、
三
郎
、
美
恵
子
の
二
男
二
女
あ
り
。
豊
は
終
戦
後
死
亡
、
三
郎
は
母
方
の
姓
を
嗣
ぐ
」（
一
五
一
頁
）
と
あ
る
。
（
24
）
台
湾
総
督
府
の
履
歴
書
に
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
九
月
に
「
大
谷
師
ノ
許
可
ヲ
得
テ
南
洋
協
爪
哇
支
部
ニ
入
ル
」
と
あ
る
。
（
25
）
南
洋
協
会
編
『
会
員
名
簿
─
大
正
十
四
年
七
月
一
日
』（
南
洋
協
会
、
一
九
二
五
年
）、〔
Ⅳ
〕
頁
。
な
お
、
財
団
法
人
南
洋
協
会
は
戦
後
に
長
ら
く
休
眠
法
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
法
人
格
は
、
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
・
南
洋
協
会
に
継
承
さ
れ
た
。
（
26
）
堀
口
昌
雄
編
『
南
洋
協
会
十
年
史
』（
南
洋
協
会
、
一
九
二
五
年
）、
二
四
三
頁
。
（
2（
）
前
掲
、
堀
口
昌
雄
編
『
南
洋
協
会
十
年
史
』、
二
四
四
頁
。
（
2（
）
小
谷
淡
雲
「
来
る
可
き
政
体
組
織
の
変
更
と
地
方
行
政
の
改
革
一
～
七
」（『
南
洋
経
済
時
報
』
第
五
巻
第
七
号
～
第
六
巻
第
二
号
、
南
洋
協
会
新
嘉
坡
商
品
陳
列
館
、
一
九
二
三
～
一
九
二
四
年
）。
（
29
）
西
村
道
太
郎
、
白
川
威
海
「
南
洋
雑
感
一
二
／
邦
人
経
営
の
農
場
／
ジ
ャ
ワ
で
の
法
人
投
資
額
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』、
一
九
二
六
年
一
二
月
二
日
）。
前
掲
、「
新
聞
記
事
文
庫
」
よ
り
。
（
30
）
無
署
名
「
邦
人
の
南
洋
発
展
に
は
栽
培
事
業
が
最
も
好
適
／
小
谷
淡
雲
氏
講
演
上
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
第
八
八
四
〇
号
、
一
九
二
四
年
一
二
月
二
二
日
）、
二
頁
。
前
掲
、「
新
聞
記
事
文
庫
」
よ
り
。
（
31
）
無
署
名
「
別
天
地
を
開
拓
せ
よ
／
有
望
な
瓜
哇
の
水
産
業
／
ま
だ
手
が
附
け
ら
れ
て
居
な
い
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
第
八
八
四
二
号
、
一
九
二
四
年
一
二
月
二
四
日
）、
二
頁
。
前
掲
、「
新
聞
記
事
文
庫
」
よ
り
。
（
32
）
南
洋
協
会
編
『
南
洋
協
会
会
員
名
簿
─
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
日
現
在
』（
南
洋
協
会
、
一
九
三
七
年
）、
三
五
頁
。
（
33
）
「〔
明
治
四
一
年
〕
外
務
省
告
示
第
三
号
〔
蘭
領
爪
哇
「
バ
タ
ビ
ヤ
」
ニ
帝
国
領
事
館
ヲ
設
置
〕」（『
官
報
』
第
七
七
〇
三
号
、
一
九
〇
九
年
三
─ 4（ ─
南洋における大谷光瑞門下生の活動
月
四
日
）、
九
五
頁
。
（
34
）
小
谷
淡
雲
「
南
洋
経
済
事
情
」（
拓
務
省
拓
務
局
・
文
部
省
実
業
学
務
局
編
『
最
近
の
海
外
移
住
地
』
明
文
堂
、
一
九
三
一
年
）、
二
七
九
頁
。
（
35
）
「
バ
タ
ビ
ア
」
に
於
け
る
歯
科
医
開
業
試
験
規
定
─
昭
和
四
年
十
一
月
四
日
附
、
在
「
バ
タ
ビ
ア
」
小
谷
総
領
事
代
理
報
告
」（『
移
民
情
報
』
第
一
巻
第
一
一
号
、
外
務
省
通
商
局
、
一
九
二
九
年
）、
六
九
頁
。「
在
「
バ
タ
ビ
ヤ
」
医
科
大
学
の
制
度
要
領
と
日
本
人
の
入
学
に
関
す
る
同
大
学
々
長
の
回
答
原
文
─
昭
和
五
年
二
月
五
日
附
、
在
バ
タ
ビ
ヤ
小
谷
総
領
事
代
理
報
告
」（『
移
民
情
報
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
〇
年
）、
四
四
～
五
二
頁
。
（
36
）
「
蘭
領
東
印
度
沿
岸
漁
業
令
中
罰
則
規
定
改
正
─
昭
和
八
年
四
月
十
三
日
着
、
在
「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
」
小
谷
総
領
事
代
理
電
報
」（『
移
民
情
報
』
第
五
巻
第
五
号 
、
一
九
三
三
年
）、
五
九
頁
。
（
3（
）
日
蘭
会
商
に
つ
い
て
は
、
籠
谷
直
人
「
日
蘭
会
商
（
一
九
三
四
年
六
月
─
三
八
年
初
頭
）
の
歴
史
的
意
義
─
オ
ラ
ン
ダ
の
帝
国
主
義
的
ア
ジ
ア
秩
序
と
日
本
の
協
調
外
交
」（『
人
文
学
報
』
第
八
一
号
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
八
年
、
一
～
四
六
頁
）、
安
達
宏
昭
『
戦
前
期
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
─
資
源
獲
得
の
視
点
か
ら
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
の
「
第
二
章
蘭
印
へ
の
進
出
」
を
参
照
の
こ
と
。
（
3（
）
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
昭
和
期
Ⅲ
第
二
巻
─
昭
和
十
二
─
十
六
年
欧
州
政
情
・
通
商
問
題
』（
外
務
省
、
二
〇
一
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
小
谷
淡
雲
の
氏
名
が
あ
る
文
書
は
、
次
の
三
件
で
あ
る
。
①
〔
文
書
番
号
〕
九
三
八
昭
和
一
二
年
四
月
九
日
署
名
／
日
蘭
印
間
通
商
関
係
に
関
す
る
石
沢
・
ハ
ル
ト
覚
書
／
付
記
一
右
和
訳
文
／
二
昭
和
一
二
年
三
月
二
六
日
、
通
商
局
第
三
課
作
成
日
蘭
会
商
に
関
す
る
参
考
資
料
／
三
昭
和
一
三
年
一
月
二
七
日
署
名
／
在
日
蘭
商
と
本
邦
輸
出
組
合
と
の
関
係
調
整
に
関
す
る
小
谷
・
フ
ァ
ン
モ
ー
ク
覚
書
和
訳
文
（
一
一
九
二
～
一
二
〇
七
頁
）。
②
〔
文
書
番
号
〕
九
三
九
昭
和
一
二
年
七
月
二
一
日
広
田
外
務
大
臣
よ
り
在
バ
タ
ビ
ア
小
谷
（
淡
雲
）
総
領
事
代
理
宛
／
蘭
印
に
お
け
る
輸
入
制
限
に
関
す
る
石
沢
・
ホ
ー
フ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
会
談
要
領
の
送
付
に
つ
い
て
／
通
三
機
密
第
八
六
号
／
昭
和
拾
弐
年
七
月
廿
壱
日
／
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
（
一
二
〇
七
～
一
二
一
五
頁
）。
③
〔
文
書
番
号
〕
九
四
四
昭
和
一
三
年
六
月
二
九
日
松
嶋
通
商
局
長
よ
り
中
村
（
孝
次
郎
）
大
蔵
省
為
替
局
長
宛
／
石
沢
・
ハ
ル
ト
覚
書
や
小
谷
・
フ
ァ
ン
モ
ー
ク
覚
書
の
経
緯
に
も
鑑
み
在
日
蘭
商
の
地
位
へ
配
慮
方
要
請
に
つ
い
て
／
通
三
機
密
第
六
七
四
号
／
昭
和
拾
参
年
六
月
廿
九
日
／
外
務
省
通
商
局
長
松
嶋
鹿
夫
／
大
蔵
省
為
替
局
長
中
村
孝
次
郎
殿
／
蘭
印
向
綿
布
払
戻
金
ニ
関
ス
ル（
一
二
一
九
～
一
二
二
〇
頁
）。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
文
書
を
電
子
化
し
て
公
開
す
る
が
、
小
谷
の
氏
名
が
あ
る
文
書
を
多
数
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
外
交
史
に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
で
あ
り
、
ま
た
原
資
料
の
判
読
が
難
し
い
た
め
、
デ
ー
タ
─ 4（ ─
ベ
ー
ス
で
は
一
部
に
お
い
て
誤
記
が
あ
る
。
例
え
ば
小
谷
が
「
肉
谷
」、
淡
雲
が
「
漢
雲
」、「
失
雲
」、「
湊
雲
」、「
談
雲
」、「
浜
雲
」
と
あ
る
。
（
39
）
小
谷
淡
雲
「
爪
哇
か
ら
」（『
大
乗
』
第
一
三
巻
第
六
号
、
一
九
三
四
年
）、
四
四
頁
。
（
40
）
前
掲
、
後
藤
乾
一
『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』、
三
二
九
頁
。
（
41
）
石
居
太
楼
「
爪
哇
邦
人
草
分
け
物
語
り
（
明
治
時
代
）」（
前
掲
、
武
田
重
三
郎
編
『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑
話
─
蘭
印
時
代
邦
人
の
足
跡
』）、
二
三
頁
。
（
42
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
番
号B0401152（（00
、「
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
／
国
民
学
校
教
育
費
補
助
関
係
第
七
巻
５
．
昭
和
八
年
度
在
外
教
育
費
ニ
関
ス
ル
件 
合
、
四
〇
号
、
七
、
一
、
十
六
（
１
）
バ
ダ
ビ
ヤ
管
内
」
所
収
の
「
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
沿
革
」（
第
二
〇
画
像
目
以
降
）。
（
43
）
前
掲
、
小
谷
淡
雲
「
爪
哇
か
ら
」、
四
四
～
四
五
頁
。
引
用
文
中
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
文
献
は
、L. H
. Grondijs, W
at w
il Japan?: de 
aaneensluiting van het V
erre O
osten, D
en H
aag: W
.P. van Stockum
 &
 Zoon,1933.
（
44
）
無
署
名
「〝
寒
さ
に
震
ふ
〟
／
ジ
ャ
ワ
か
ら
帰
国
の
小
谷
淡
雲
副
領
事
」（『
中
外
日
報
』
第
一
〇
九
七
一
号
、
中
外
日
報
社
、
一
九
三
六
年
三
月
二
〇
日
）、
二
頁
。
（
45
）
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
編
『
会
則
並
に
学
則
会
員
名
簿
─
昭
和
三
年
八
月
現
在
』（
爪
哇
日
報
社
印
刷
、バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
発
行
、一
九
二
八
年
）、
二
六
頁
。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
番
号B04011661900
、「
在
外
日
本
人
学
校
教
育
関
係
雑
件
／
各
学
校
職
員
ノ
給
与
調
査
関
係 
第
一
巻
４
．
在
外
日
本
人
学
校
教
員
給
与
ニ
関
ス
ル
件
（
亜
二
機
密
合
第
一
二
二
一
号
昭
和
四
年
十
一
月
十
六
日
）
分
割
３
」。
（
46
）
前
掲
、
バ
タ
ビ
ヤ
日
本
人
会
編
『
会
則
並
に
学
則
会
員
名
簿
─
昭
和
三
年
八
月
現
在
』、
一
頁
。
（
4（
）
「
バ
タ
ビ
ア
日
本
人
会
」（
小
出
武
夫
編
『
在
南
洋
邦
人
団
体
便
覧
』
南
洋
協
会
、
一
九
三
七
年
）、
三
頁
。
（
4（
）
ジ
ャ
カ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://jjc.or.id/
）
で
の
文
書
「
日
本
人
納
骨
堂
春
季
慰
霊
祭
の
ご
案
内
」（
二
〇
一
九
年
二
月
一
四
日
掲
載
、
同
年
三
月
二
一
日
挙
行
）
の
案
内
通
知
文
よ
り
。
（
49
）
佐
藤
秋
次
郎
『
南
方
開
拓
秘
譚
』（
協
栄
出
版
社
、
一
九
四
三
年
）、
二
三
二
～
二
三
四
頁
。
引
用
文
中
に
「
東
本
願
寺
」
と
あ
る
が
正
し
く
は
「
西
本
願
寺
」
で
あ
る
。
（
50
）
小
谷
淡
雲
「
菩
薩
行
者
」（『
大
乗
─
ブ
デ
ィ
ス
ト
マ
ガ
ジ
ン
』
第
五
巻
第
一
〇
号
、「
光
瑞
上
人
特
集
号
」、
大
乗
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）、
一
七
頁
。
（
51
）
小
谷
淡
雲
「
世
田
ヶ
谷
随
想
」（『
大
乗
』
第
一
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
三
八
年
）、
三
四
頁
。
（
52
）
無
署
名
「
遺
著
故
小
谷
淡
雲
氏
」（『
月
刊
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
第
二
一
四
号
、
財
団
法
人
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
、
一
九
六
五
年
）、
八
頁
。
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（
53
）
前
掲
、
無
署
名
「
遺
著
故
小
谷
淡
雲
氏
」、
八
頁
。
（
54
）
「
地
名
改
正
ノ
件
（
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
〇
日
治
政
令
第
一
六
号
）」（
ジ
ャ
ワ
軍
政
監
部
編
・
発
行
『
治
官
報
』
第
一
号
、
一
九
四
二
年
一
二
月
）
に
よ
れ
ば
、「
第
一
条
「
バ
タ
ビ
ヤ
」
州
ヲ
「
ジ
ヤ
カ
ル
タ
州
」
ニ
、「
バ
タ
ビ
ヤ
特
別
市
」
ヲ
「
ジ
ヤ
カ
ル
タ
特
別
市
」
ニ
、「
バ
タ
ビ
ヤ
」
県
ヲ
「
ジ
ヤ
カ
ル
タ
」
県
ニ
改
ム
」（
二
一
頁
）
と
あ
る
。
（
55
）
「
第
一
四
章
外
務
省
職
員
録
」（
外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
外
務
省
の
百
年
下
巻
』
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
一
五
九
〇
頁
。
（
56
）
秦
郁
彦
編
『
南
方
軍
政
の
機
構
・
幹
部
軍
政
官
一
覧
』（
南
方
軍
政
史
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
一
九
九
八
年
）、
一
五
六
頁
。
（
5（
）
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
に
お
け
る
小
谷
淡
雲
の
活
動
は
、
本
論
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
近
代
仏
教
者
と
神
智
学
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
い
吉
永
進
一
氏
か
ら
は
、
小
谷
が
ジ
ャ
ワ
島
の
在
勤
時
に
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
神
智
学
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
を
頂
い
た
。
小
谷
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
関
係
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
（
5（
）
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
研
究
会
編
『
ス
ワ
ミ
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
─
そ
の
生
涯
と
語
録
』（
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
生
誕
百
年
記
念
会
、
一
九
六
三
年
）
に
て
、
小
谷
淡
雲
は
「
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
生
涯
」、「
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
語
録
」
を
翻
訳
し
た
。
（
59
）W
illiam
 P. W
oodard, T
he A
llied O
ccupation of Japan 1945-1952 and Japanese R
eligions, N
etherlands: Brill, 19（2.
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｐ
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
著
、
阿
部
美
哉
訳
『
天
皇
と
神
道
─
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）。
【
謝
辞
】
本
論
の
執
筆
に
際
し
て
、
小
谷
淡
雲
の
生
家
で
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
熊
本
教
区
益
西
組
正
善
寺
（
熊
本
県
宇
城
市
）
の
川
田
晃
映
住
職
よ
り
、
貴
重
な
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
賜
っ
た
。
御
厚
意
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
、
文
化
庁
宗
務
課
専
門
職
）
